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～昭和の大合併時を

ふり返える～

　

今
回
の
合
併
は
、
地
方
分
権
の
受

け
皿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
基
礎
自
治

体
を
つ
く
り
、
将
来
望
ま
し
い
地
域

像
を
実
現
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
財
政
は
大
幅
な
財
政

不
足
に
陥
っ
て
お
り
、
歳
出
を
削
減

し
て
収
支
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
合
併

が
進
む
こ
と
に
よ
り
行
政
経
費
が
削

減
さ
れ
、
歳
出
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
合
併
は
歳
出
削
減
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
合
併
と
比
較
さ
れ
る
の
は
、

昭
和
の
大
合
併
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

目
的
は
、
新
憲
法
下
で
地
域
自
治
を

充
実
す
る
た
め
、
一
定
規
模
の
市
町

村
を
つ
く
り
、
財
政
基
盤
を
強
化
す

る
こ
と
が
主
た
る
目
的
の
一
つ
と
さ

れ
ま
し
た
。
中
学
校
を
持
て
る
規
模
、

人
口
八
千
人
を
目
標
と
し
た
こ
と
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
合
併
は
⋮

市町村合併を
考えよう！
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50
年
間
の
変
化

　

今
回
の
合
併
と
昭
和
の
大
合
併

（
昭
和
三
十
年
頃
）
と
現
在
を
比
べ
、

臼
田
町
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
仕

事
・
規
模
・
財
政
で
み
ま
す
と

　

①
仕　

事

　

五
十
年
前
に
比
べ
市
町
村
の
仕
事

は
大
幅
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
特

に
小
規
模
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
時

は
な
か
っ
た
仕
事
、
ま
た
あ
っ
て
も

標
準
的
で
は
な
か
っ
た
事
務
を
挙
げ

て
み
ま
す
と
、
常
備
消
防
・
救
急
・

保
育
園
・
ご
み
処
理
・
健
康
診
断
・

介
護
保
険
・
環
境
対
策
・
下
水
道
・

都
市
計
画
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
仕
事

の
内
容
も
高
度
化
し
、
町
村
の
規
模

に
よ
っ
て
は
、
分
担
が
区
別
さ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
の
増
加
を
表
し
て
い
る
の
が

職
員
数
で
あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
い

て
も
、
昭
和
四
十
年
当
時
の
百
三
十

五
人
（
臨
職
含
）
か
ら
平
成
十
五
年

の
二
百
十
四
人
（
臨
職
含
）
と
七
十

九
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

②
規　

模

　

現
行
の
地
方
自
治
制
度
は
、
人
口

規
模
に
よ
っ
て
市
町
村
の
機
能
に
差

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
行
財
政
能
力

の
向
上
に
応
じ
て
機
能
が
拡
充
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
の
市
町
村
数
は
、

明
治
の
大
合
併
（
県
＝
八
百
九
十
一

市
町
村
↓
三
百
九
十
一
市
町
村
へ
、

臼
田
町
＝
十
三
村
↓
四
村
へ
）
と
昭

和
の
大
合
併
（
県
＝
三
百
七
十
八
市

町
村
↓
百
八
十
四
市
町
村
へ
、
臼
田

町
＝
二
町
村
↓
一
町
へ
）
二
回
の
大

合
併
を
経
て
、
ほ
ぼ
現
在
の
市
町
村

の
区
域
が
で
き
あ
が
っ
た
と
い
え
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
の
状
況
で
い
き
ま
す

と
、
大
規
模
市
の
周
辺
町
村
と
の
合

併
に
よ
り
、
一
部
の
市
は
さ
ら
に
大

き
く
な
る
と
と
も
に
、
他
方
合
併
で

き
な
い
、
或
は
し
な
い
と
い
う
小
規

模
町
村
が
残
る
と
い
う
二
分
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。

　

③
財　

政

　

昭
和
四
十
年
で
は
、
臼
田
町
の
普

通
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
三
億
二
、

一
〇
〇
万
円
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

平
成
十
四
年
度
普
通
会
計
の
歳
出
決

算
額
は
六
〇
億
一
、
六
〇
〇
万
円
に

な
っ
て
お
り
、
約
一
八
・
七
倍
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
消

費
的
経
費
が
一
億
四
、
五
〇
〇
万
円

か
ら
三
四
億
一
、一
〇
〇
万
円
へ（
構

成
比
四
五
・
三
％
↓
五
六
・
七
％
）、

投
資
的
経
費
が
五
、
六
〇
〇
万
円
か

ら
七
億
八
、
五
〇
〇
万
円
へ
（
構
成

比
七
・
三
％
↓
一
三
％
）、
そ
の
他

経
費
が
一
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
か
ら

一
八
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
へ
（
構
成

比
三
七
・
四
％
↓
三
〇
・
三
％
）
と

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
内
訳
に
お
い
て
も
、
全
体
歳

入
の
う
ち
、
税
収
が
二
六
・
八
％
か

ら
二
二
・
九
％
と
減
り
、
地
方
交
付

税
は
三
〇
・
二
％
か
ら
三
七
・
三
％

と
増
加
し
、
税
収
が
少
な
く
な
り
、

そ
れ
を
地
方
交
付
税
が
埋
め
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
現
在
、
多
く
の
町

村
で
地
方
交
付
税
は
税
を
補
完
す
る

財
源
で
は
な
く
、
主
た
る
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
国
も
財

政
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
位
一
体

の
財
政
改
革
に
取
り
組
む
中
で
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
国
庫
補
助
金
や
地
方

交
付
税
を
配
分
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

※
消
費
的
経
費

　

人
件
費
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、

扶
助
費
、
補
助
費
等

※
投
資
的
経
費

　

普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事

業
費

※
そ
の
他
経
費

　

公
債
費
、
積
立
金
、
投
資
・
出
資

金
、
貸
付
金
、
繰
出
金

▶
昭
和
40
年
の
窓
口
の
よ
う
す

▲昭和 32年の新臼田町庁舎

臼田町普通会計歳出決算額の経費比較表

消費的
経費

投資的
経費

その他
経費

昭和40年

平成14年

決算額
321

決算額
6,016

（単位：百万円）



（3）　　平成16年２月15日

県内の法定・任意合併協議会の設置状況
（平成 16年１月１日現在）

 合併協議会

開催のお知らせ 

日時　２月 27日（金）

　　　午前８時 30分から

場所　佐久市研修センター

　　　（総合体育館横）
地区・団体の集会や研修に

市町村合併出前講座をご利用ください


